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　藤堂高虎が築いた伊賀上野城下開府
の江戸時代より、御用菓子商として
のれんの続く唯一の老舗です。以来、
400 年を越える年月の間、伝統的か
つ希少な和菓子技法を今に伝え、全国
の茶人・文人からご愛顧いただいてい
ます。当店は、和菓子はもちろんのこ
と、洋菓子においても職人の手で一か

ら丹精込めて丁寧に作り上げ、真心を
大切に販売しています。伊賀の歴史・
文化にその材をとり、伝承と創意工夫
をこらした菓子から、時代を越え伊賀
の風土に生きるお菓子をお届けしてい
きます。

㈱桔梗屋織居　☎  21-0123

　伊賀の郷土料理と言えば、一番に豆腐田楽が挙げられますが、
小豆憧風は“大豆の豆腐”に対して“小豆のお菓子版豆腐”とい
うコンセプトのもと、豆腐の食感に見立て開発した葛羊羹

かん

です。
でっち羊羹の寒天食感に対して、なめらかさが際立っている葛で
んぷん系の食感が評判となり、和菓子業界において「とうふ菓子」
という新たなジャンルの元となりました。主原料には北海道産の
小豆を用い、それに本葛粉とタピオカ粉をブレンドしています。

【問い合わせ】　商工労働課　☎22-9669　℻  22-9695

株式会社桔梗屋織居
代表取締役　中村　伊英さん
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33長田三軒家のひのな漬けの様子

コラム

　国の総合戦略では、新たな視点における横断的な
目標として「多様な人材の活躍を推進する」ことを
掲げており、市でもこの目標にあわせて、「誰もが
居場所と役割を持ち活躍できる地域社会をめざす」
ためさまざまな施策を進めています。
　当課では、これらの目標を含む、めざす市のすが
たの実現に向け、さまざまな施策に対して、市民の
皆さんが普段の生活で感じていることを聞くため
に、毎年度末に伊賀市まちづくりアンケートを行っ
ています。このアンケートは、市内在住、在勤、在学、
または市外に在住で伊賀市に関わりがある満 18歳
以上の人を対象に、普段の生活で感じていること、
気づいたことや、市の施策に対する満足度・参画度
などを聞くものです。
　性別や年代、居住地域などの属性に関する設問は、
それぞれの施策に対する分析を行うために、これま

で必須回答としていました。しかし、「回答したく
ない人への配慮も必要では？」というご意見をいた
だいたことで、回答する人への配慮が不足していた
ことに気づき、回答する・しないを選べるように変
更しました。
　人は、自分が見えている範囲で物事を捉え、行動
しがちです。「問いかける側の視点だけで物事を捉
えるのではなく、回答する人の視点で考える。つま
り、多面的な視点を持つことが大切だ」ということ
を学びました。
　これからは常に多面的な視点で物事を考え、その
本質を的確に捉えて行動できる力をつけていけるよ
う努力を続けていきます。そして、物事を自分の問
題として捉え、きちんと認識していくために、これ
からも人権学習などを通じて学び続けていきたいと
思います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

多面的な視点で物事を見る　－総合政策課－

　年末年始から一息つく間もなく毎日忙しく過ごさ
れている人もいるのではないでしょうか。そんな時
におすすめのセルフマッサージと豆知識を、フィッ
トネスインストラクターの陶山　美佐さんに伝授し
ていただいたのでご紹介します。

　人間の体には 206 本の骨がありますが、そのう
ち約４分の１が足に集中し
ており、全身をしっかり支
える身体の土台です。足の
機能が低下すると、膝、股
関節、腰、肩、首と全体の
骨格に影響を与えます。

　足裏や足の甲をマッサージすることで血流が良く
なり、身体がぽかぽかし、リラックスできます。ま
た、脳が副交感神経を優位に働かせ、心拍数や血圧
を安定させてくれると言われています。
　今回は足の甲のマッサージを３つ紹介するので、
一緒にほぐしていきましょう。

①片足のかかとでもう片足の足の甲から足指の間、
指先まで押し出すように動かします。末端の血行
促進を促します。
②かかとで親指から小指まで（５本指）の爪を踏み
ます。強さは痛気持ちいいくらいで。
③かかとを床につけ、つま先を天井に向けワイパー
のように足首を左右に動かしましょう。股関節、
膝関節、足首がほぐれます。

　心身ともにリラックスし、忙しい毎日を乗り越え
ましょう！

【問い合わせ】　スポーツ振興課
　☎  22-9635　 ℻  22-9694
　 sports@city.iga.lg.jp

ちから

日頃の疲れをリフレッシュ
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